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蓼
轡
第
圏
號
　
大
正
セ
隼
漕
瀞
蜘
抽
澱
行

周
麟

究

明
時
代
に
於
け
る
マ
カ
オ
の
貿
易
竃
其
竜
馬
に
就
て

　
歓
人
東
漸
の
初
期
に
於
て
、
極
東
貿
易
に
尤
も
活
躍
し

た
の
は
葡
萄
牙
人
で
あ
る
。
葡
萄
牙
人
の
極
東
貿
易
は
噌

五
五
七
年
（
園
芸
三
十
六
年
）
に
、
彼
等
が
マ
カ
オ
の
根
臆

断
を
得
て
か
ら
、
最
も
盛
大
を
極
め
陀
。
葡
萄
牙
入
が
マ

カ
オ
に
糠
っ
て
、
所
謂
室
を
築
き
、
’
城
を
建
て
、
葡
萄
牙

専
有
の
殖
民
地
こ
な
す
に
至
り
し
は
、
彼
等
の
武
力
に
依

　
　
　
第
三
巻
．
　
研
　
究

文
學
士

明
蒔
代
に
於
け
る
マ
カ
オ
の
貿
湯
ミ
其
繁
榮
に
就
て

矢

野

仁

一

っ
て
海
賊
を
季
歯
し
、
無
主
梅
の
地
を
獲
得
し
徹
る
も
の

で
も
な
く
、
又
支
那
皇
帝
よ
り
海
賊
討
伐
の
功
を
表
彰
す

る
爲
、
恩
賞
こ
し
て
給
賜
せ
れ
だ
る
も
の
で
も
な
い
。
廣

東
地
方
の
支
那
官
憲
が
海
賊
助
勧
の
條
件
こ
し
て
私
に
提

供
し
π
る
も
の
に
過
ぎ
膿
。
葡
萄
牙
人
は
明
代
を
挙
る
ま

で
。
朝
貢
國
ビ
し
て
待
遇
せ
ら
れ
ざ
う
し
こ
ご
は
．
明
吏
「

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
繍
　
（
五
三
一
）



　
　
　
第
三
巻
　
　
研
究

佛
郎
機
傳
に
中
朝
疑
レ
之
善
導
、
零
丁
レ
許
二
其
朝
貢
桶
の
文

あ
る
に
依
っ
て
知
る
こ
ご
が
出
來
る
。
從
っ
て
其
マ
カ
オ

に
於
け
る
貿
易
は
、
秘
訓
會
典
に
名
を
列
し
て
あ
る
諸
朝

貢
國
の
貿
易
の
如
く
、
’
公
許
の
貿
易
に
非
ざ
り
し
こ
ご
は

　
　
　
　
　
　
（
1
）

疑
を
容
れ
ぬ
◎
ジ
ユ
ソ
グ
ス
タ
ツ
ト
に
葡
萄
牙
人
が
不
毛

の
小
島
マ
カ
オ
に
占
擦
し
て
、
支
那
の
市
蕩
を
濁
狂
し
花

る
こ
ご
、
七
八
十
年
に
及
び
し
こ
ご
を
叙
し
、
支
那
商
人

が
支
那
の
東
南
海
岸
に
出
入
せ
る
外
需
密
貿
易
商
に
劉
し

て
、
支
那
の
産
物
製
造
品
を
蟹
走
販
参
す
る
習
慣
は
、
一

五
七
八
年
（
萬
暦
六
年
）
に
、
葡
萄
牙
人
が
二
百
噸
積
か
ら

六
百
腹
積
乃
至
八
百
噸
積
の
船
を
以
て
、
贋
東
港
に
渕
狂

す
る
こ
ご
に
な
つ
三
崩
ま
で
、
持
虚
し
π
こ
ご
が
見
ね
、

　
（
2
）

又
一
五
冤
七
年
か
ら
葡
萄
牙
人
の
廣
束
に
出
入
す
る
様
に

な
つ
彪
一
五
七
八
年
ま
で
、
葡
萄
牙
人
の
マ
カ
オ
占
糠
の

初
二
十
一
二
年
の
問
、
支
那
商
人
は
圭
こ
し
て
マ
カ
オ
に

於
て
、
絹
を
以
て
外
國
の
貨
物
ご
物
々
貿
易
を
な
し
、
自

ら
鍮
出
入
の
關
税
を
負
早
し
把
こ
ご
が
見
ね
て
居
る
こ
ξ

明
時
代
に
於
け
ろ
マ
カ
オ
の
貿
易
ミ
智
慧
榮
に
就
て

第
四
號

二
　
（
五
三
二
）

を
考
へ
る
ご
、
マ
カ
オ
は
支
那
東
南
海
岸
の
一
港
こ
し
て

・
葡
萄
牙
入
が
廣
東
に
出
入
貿
易
す
る
時
ま
で
、
支
那
商
人

ご
物
々
貿
易
を
な
し
て
居
把
様
で
あ
る
が
、
朝
貢
諸
國
が

公
許
の
貿
易
に
於
て
納
む
る
如
き
、
定
例
の
直
税
を
納
め

な
か
つ
把
こ
ざ
は
想
像
さ
れ
る
。
然
る
に
葡
萄
牙
人
は
一

五
七
八
年
に
な
っ
て
、
始
め
て
皇
女
に
往
來
貿
易
す
る
こ

ご
を
許
さ
る
、
様
に
な
つ
π
の
は
、
如
何
な
る
理
由
に
捺

つ
π
こ
ざ
が
明
か
で
な
い
◎
葡
萄
牙
は
前
に
も
蓮
べ
し
如

く
、
朝
貢
國
こ
し
て
認
め
ら
れ
す
、
從
っ
て
其
通
商
は
當

初
嚴
禁
さ
れ
て
居
π
の
で
あ
る
Q
併
し
葡
萄
牙
人
が
マ
カ

オ
に
重
て
行
ふ
密
貿
易
は
到
底
禁
ず
る
こ
ご
が
幽
來
す
、

地
方
官
憲
は
叉
實
際
に
於
て
、
之
を
禁
ず
る
必
要
を
認
め

な
か
つ
π
o
初
め
は
北
京
朝
廷
に
翻
し
て
、
秘
密
に
行
は

れ
、
て
居
だ
の
で
あ
ら
う
が
、
葡
萄
牙
人
が
マ
カ
オ
に
占
糠

し
、
貿
易
を
行
っ
て
居
る
ご
云
ふ
こ
ご
は
、
既
に
公
然
の

事
實
で
、
北
京
に
も
分
っ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
何
時
．

ま
で
も
癖
貿
易
を
黙
許
す
る
ご
云
ふ
有
襟
に
放
澱
す
る
こ

●



ε
は
、
。
徒
ら
に
箆
額
の
關
税
を
批
棄
す
る
も
の
で
、
無
盆

の
こ
ご
で
あ
る
ε
云
ふ
考
へ
よ
り
、
遽
に
此
年
に
な
っ
て

朝
貢
諸
國
の
貿
易
に
公
開
さ
れ
て
居
る
詰
論
に
鵠
痛
し
、

納
税
の
上
、
貿
易
せ
し
む
る
こ
ご
を
得
策
こ
す
る
に
三
つ

柁
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
（
3
）

　
ジ
ユ
ソ
グ
ス
ヲ
ツ
ト
に
櫨
軋
る
ε
、
風
立
葡
萄
牙
の
由
贋
東

貿
易
は
頗
る
盛
ん
な
も
の
で
、
襯
萄
職
人
は
欧
羅
巴
よ
り

毛
織
物
、
印
度
よ
り
號
珀
、
珊
瑚
、
象
牙
、
白
檀
、
銀
塊

銀
貨
等
、
就
中
多
量
の
胡
椒
を
輸
入
し
π
襟
で
あ
る
。
ジ

ユ
ソ
グ
ス
’
グ
ッ
ト
は
フ
ア
ヲ
ア
。
イ
。
ソ
ウ
ナ
閏
錠
冨
磯

ω
o
餌
舞
の
記
事
に
糠
b
、
正
時
葡
萄
牙
人
の
毎
年
支
那
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

り
漕
出
し
π
も
の
は
、
絹
五
千
三
百
箱
に
蓬
t
、
毎
回
嬬

、
子
、
鍛
子
一
百
馨
、
薄
織
物
百
五
十
蓉
よ
り
成
っ
て
居
π

こ
ε
を
述
べ
、
叉
マ
川
テ
4
ノ
尊
マ
ル
ト
イ
ニ
竃
鍵
飢
8

寓
2
。
三
三
の
支
那
地
理
志
に
擦
っ
て
、
當
蒔
葡
萄
牙
人
の
毎

年
絹
千
三
百
箱
、
毎
個
重
さ
十
爾
の
金
塊
二
千
二
百
個
乃

至
二
千
五
百
個
、
慶
香
八
百
斤
の
外
、
眞
珠
、
寳
玉
、
砂

　
　
　
第
三
餐
　
　
研
究

開
時
代
に
於
け
る
マ
カ
オ
の
貿
易
ε
其
繁
榮
に
就
て

糖
、
磁
器
等
を
鍮
出
し
だ
．
壱
を
記
し
て
居
る
。
葡
萄
牙

は
此
缶
偏
貿
易
に
於
い
て
、
ざ
う
云
ふ
鐸
か
蓬
か
に
他
の

朝
貢
諸
國
の
及
ば
ざ
る
恩
恵
特
典
を
受
け
て
居
セ
様
で
あ

　
　
へ
4
）

る
・
ジ
ユ
ソ
グ
う
グ
ッ
ト
に
一
五
七
九
年
以
家
、
葡
萄
牙

入
は
廣
束
に
於
て
輸
出
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
鍛
様
に

な
つ
面
こ
ご
を
述
べ
、
歳
時
葡
萄
牙
入
の
納
め
し
三
田
税

は
、
細
径
平
癒
十
二
銭
、
麟
縣
毎
櫓
八
銭
、
其
他
の
商
品

は
凡
べ
て
毎
櫓
二
銭
で
、
十
八
世
紀
末
の
殖
民
大
臣
マ
〃

タ
イ
ニ
ヨ
ー
。
ド
。
メ
ル
質
カ
ス
ト
ロ
鎮
鍵
翫
⇔
げ
O
α
O
試
0
－

ぎ
。
9
ω
ぎ
寸
書
め
所
設
に
し
て
信
ず
べ
し
ご
せ
ば
、

葡
萄
牙
人
が
嘉
穂
に
於
て
購
買
し
、
マ
カ
オ
に
轍
暮
す
る

各
種
の
貿
易
品
に
易
し
、
他
の
外
國
人
の
企
む
る
關
税
よ

り
三
分
の
二
を
戯
じ
π
る
關
税
を
包
む
る
こ
ざ
を
許
さ
れ

て
居
π
の
で
あ
る
ご
言
っ
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
輸
入
税
に
就
て
は
詳
し
い
こ
ご
は
分
ら
な
い
。
ジ
ユ
ン

グ
ス
テ
ッ
ト
に
輸
入
貨
物
は
評
債
さ
れ
、
欄
税
は
一
五
八

二
年
目
萬
暦
十
年
）
に
、
．
銀
貨
上
納
の
拒
絶
さ
る
、
に
至
り
．

　
　
　
　
　
　
　
第
四
盤
　
　

三
（
五
三
三
）



　
　
　
第
三
懸
　
　
研
究

し
ま
で
、
銀
貨
で
上
納
さ
れ
し
こ
ご
を
山
べ
て
あ
る
が
、

、
此
銀
貨
關
税
は
葡
萄
牙
入
の
廣
東
に
鍮
…
入
せ
乃
貨
物
に
樹

も
て
課
せ
ら
れ
し
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
明
か
で
あ
る
。
農

時
朝
貢
國
郵
船
以
外
蕃
商
泓
齎
の
入
市
に
就
て
は
、
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

抽
こ
の
輸
入
貨
税
を
課
す
る
こ
ご
に
な
っ
て
居
π
様
で
あ

る
。
然
る
に
葡
萄
牙
が
一
五
八
二
年
ま
で
銀
貨
を
以
て
輸

入
税
を
納
め
て
居
陀
ご
云
ふ
こ
ご
は
、
會
典
に
あ
る
諸
蕃

、
國
の
市
舶
に
な
き
所
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
葡
萄
牙
の
三
期

入
市
を
許
す
ご
云
ふ
こ
ご
は
、
會
典
に
其
身
な
く
、
從
っ

ナ
．
其
輸
入
貨
物
の
關
税
に
就
て
も
、
規
定
を
煙
い
て
居
る

が
爲
め
で
あ
る
ま
い
か
〇
一
五
八
二
年
に
な
っ
て
、
ご
う

云
ふ
事
情
か
分
か
ら
蹟
が
、
葡
萄
牙
の
貿
易
も
、
諸
蕃
困

弊
檬
、
貨
物
抽
分
の
例
に
服
す
る
こ
ビ
に
な
つ
π
機
で
あ

　
る
。
鞍
部
牙
は
明
の
一
代
を
麺
じ
て
、
朝
苓
北
の
待
遇
を

與
へ
ら
れ
な
か
っ
陀
が
、
此
軽
質
家
一
時
で
は
あ
る
が
、

朝
貢
國
直
配
其
貿
易
は
正
式
に
公
認
せ
ち
る
、
こ
ご
に
な

　
つ
セ
灘
で
あ
る
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
｛

明
時
代
に
於
け
る
マ
カ
オ
の
貿
易
ε
其
繁
榮
に
既
て

　
　
　
　
　
　
第
短
號
　
　
　
　
四
　
（
五
三
四
）

　
萬
暦
四
十
二
年
（
エ
ハ
一
四
）
海
道
愈
安
性
が
條
具
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
ウ

石
に
勒
し
泥
ご
云
ふ
葡
萄
牙
人
に
釣
す
る
五
事
の
禁
命
の

中
に
、
禁
レ
接
一
一
買
私
意
一
、
依
命
診
二
上
貨
物
一
、
倶
赴
レ
省
公

責
輸
餉
、
如
有
二
妊
徒
一
、
潜
運
営
レ
襖
興
レ
夷
、
執
二
邊
提
調

司
一
報
蓮
、
將
二
所
獲
之
貨
↓
繋
馬
レ
給
二
平
首
報
者
｝
、
船
器

没
レ
官
、
敢
蓄
電
違
レ
直
接
買
一
』
芸
無
治
の
一
條
あ
り
。
當

時
葡
萄
牙
人
が
贋
東
に
於
て
正
税
の
貿
易
を
行
っ
で
居
陀

外
に
、
マ
カ
オ
に
於
て
支
那
人
ご
私
に
行
っ
て
居
π
霧
貿

易
を
止
せ
ん
こ
し
托
も
の
、
標
で
あ
る
。

　
葡
萄
牙
人
が
廣
東
に
於
て
貿
易
を
許
さ
る
、
に
至
り
し

こ
ご
は
、
マ
カ
オ
の
繁
榮
～
の
基
礎
で
》
葡
萄
牙
は
之
に
依

っ
て
支
那
の
謝
欧
貿
易
を
特
占
し
た
の
み
な
ら
す
、
其
有

利
な
日
本
貿
易
も
之
が
爲
め
に
非
常
の
便
宜
を
難
関
の
で

あ
る
。
だ
か
㌫
萄
萄
野
人
も
此
贋
東
貿
易
を
維
持
す
る
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

爲
め
に
は
、
非
常
に
苦
心
し
セ
様
で
あ
る
。
ト
リ
ゴ
ウ
ル

ト
に
、
伊
太
利
ナ
ポ
リ
の
耶
蘇
會
宣
激
師
ル
ッ
ジ
ェ
ロ

ン
醗
σ
q
g
稿
図
煮
唯
興
。
（
羅
明
堅
）
の
飴
め
て
マ
カ
オ
に
至
り



贋
東
に
入
ら
ん
こ
せ
ん
頃
（
噌
五
七
九
年
乃
至
哺
五
八
一

年
）
、
葡
萄
牙
人
は
廣
東
に
於
て
非
常
な
謹
愼
遽
慮
を
以
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

貿
易
を
行
ひ
つ
、
あ
り
し
こ
ご
を
述
べ
て
あ
る
ジ
ユ
ン
グ

ス
ヲ
ッ
ト
に
、
一
五
七
八
年
（
萬
暦
六
年
天
正
六
年
）
以
來

葡
萄
牙
は
廣
東
に
富
商
を
許
さ
る
、
こ
ご
に
な
り
、
マ
カ

オ
元
老
院
よ
り
廣
東
に
於
て
葡
萄
牙
の
商
務
を
管
理
す
べ

き
委
任
を
受
け
π
葡
萄
牙
商
人
等
は
、
毎
年
直
撃
の
支
那

行
政
官
に
四
千
両
の
購
賂
を
賂
遺
し
．
叉
翰
露
貨
物
の
船

積
覆
途
を
辺
り
し
時
、
盛
ん
ざ
其
倍
額
の
贈
遺
を
な
せ
し

こ
ご
を
卵
紅
し
て
居
る
Q

　
一
五
七
八
年
葡
萄
牙
は
廣
東
に
通
商
を
許
さ
る
、
こ
ご

に
な
つ
π
の
で
あ
る
が
、
其
後
五
十
除
年
に
し
て
再
び
廣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愈
㌧

東
よ
b
騙
逐
さ
る
》
こ
ご
に
な
つ
だ
。
ジ
エ
ン
グ
ス
’
グ
ッ

ト
に
其
理
由
を
説
明
し
、
葡
萄
牙
人
が
廣
東
に
於
て
通
商

を
公
許
さ
れ
て
居
る
に
拘
ら
す
、
多
数
の
葡
萄
牙
霧
貿
易

船
は
、
閥
税
を
免
る
＼
黒
め
、
支
那
官
憲
の
抗
議
に
拘
ら

す
、
洛
岸
各
地
に
出
没
す
る
こ
ご
を
止
め
す
、
偶
々
之
に

　
　
　
第
三
巻
　
　
研
究

明
時
代
に
於
け
る
マ
カ
分
の
貿
易
定
論
繁
漿
ド
就
て

重
事
す
る
葡
萄
牙
人
の
縛
に
就
く
も
の
あ
れ
ば
、
葡
萄
牙

人
は
地
方
政
府
に
此
上
脇
骨
な
き
を
訴
へ
、
魏
々
其
騨
放

を
求
め
て
巳
ま
す
、
紛
孚
喧
擾
果
し
な
か
b
し
を
以
て
、

敦
㌣
し
噸
ム
ハ
…
ご
一
臥
年
（
患
耐
頑
四
年
）
庚
東
港
が
葡
萄
牙
船
舶
に

閉
鎖
さ
る
》
結
果
こ
な
つ
π
の
で
あ
る
重
言
ひ
、
一
六
三
．

七
年
（
臨
終
十
年
）
マ
カ
オ
よ
り
廣
東
に
派
遣
さ
れ
し
六
入

の
委
員
は
、
葡
萄
論
人
の
薄
め
に
北
東
貿
易
の
許
可
を
懇

請
し
罷
る
も
容
れ
ら
れ
す
、
廣
東
の
官
憲
等
は
疏
っ
て
支

那
帝
に
葡
醤
論
人
の
欲
望
飽
く
な
く
、
不
毛
の
荒
地
に
過

ぎ
さ
り
し
ア
カ
オ
も
城
壁
を
以
て
固
め
ら
れ
、
驕
民
を
以

て
充
さ
れ
薫
る
一
敵
國
ご
な
り
し
こ
ご
を
畢
げ
、
宜
し
く

葡
萄
挙
人
に
給
す
る
に
必
要
な
る
糧
食
薪
水
を
以
て
し
其

廣
東
貿
易
は
之
を
禁
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
ε
を
上
奏
し

支
那
帝
の
之
を
裁
可
し
、
葡
葡
牙
人
の
廣
康
貿
易
禁
止
を

命
じ
寄
る
諭
旨
は
、
一
六
四
〇
年
（
崇
頑
十
三
年
）
六
月
十

一
日
、
マ
カ
オ
に
逼
絶
せ
ら
れ
し
こ
ご
を
蓮
べ
て
居
る
Q

（
旦
．
）

皐
朝
丈
鰍
通
考
、
清
の
順
治
四
年
八
月
置
東
総
督
修
養
申

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
，
　
五
　
（
五
三
五
）



　
　
　
第
三
巻
　
　
研
究

の
疏
言
に
、
佛
郎
機
國
入
、
寓
蕊
居
壕
座
卓
一
與
二
男
商
一
互

市
、
於
二
朋
季
｛
已
有
離
歴
年
一
、
後
困
二
深
入
二
省
會
【
、
下
働

禁
止
、
請
嗣
後
影
準
二
蕃
舶
一
跡
市
、
從
レ
之
、
自
レ
是
毎
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

福
々
不
レ
絶
、
惟
禁
レ
入
諒
省
會
一
の
交
あ
り
。
皇
朝
政
典
類

纂
に
翌
朝
文
献
通
考
を
引
用
し
、
戸
部
は
柊
養
鶏
の
上
奏

に
下
し
て
、
通
商
を
許
し
て
富
國
の
謀
を
な
さ
ん
ご
す
る

柊
養
申
の
意
見
ぽ
可
な
る
も
．
省
曾
に
深
入
し
て
、
平
面

を
激
し
陀
ろ
前
事
に
鑑
み
、
勿
ほ
明
末
学
頑
十
三
年
（
一

六
四
〇
年
）
入
省
を
禁
じ
π
る
例
に
照
し
て
、
止
だ
商
人

を
し
て
貨
物
を
携
へ
て
マ
カ
オ
に
至
り
、
葡
萄
牙
商
人
ご

貿
易
す
る
を
得
し
め
ん
ε
覆
奏
し
隔
裁
可
を
蒙
り
し
こ
ε

を
遽
ぺ
て
あ
る
。
皇
朝
文
献
通
考
に
は
見
繕
ら
な
い
が
省

會
に
深
入
し
て
欝
欝
を
激
生
し
π
る
前
事
ご
は
、
一
六
三

七
年
（
崇
顧
十
年
）
英
吉
利
の
ク
エ
ツ
デ
川
9
纂
ρ
ヨ
甘
喜

芝
。
琶
亀
艦
隙
が
墨
東
省
城
に
進
航
し
だ
る
事
件
を
指
す

も
の
で
、
此
事
魯
は
頗
る
支
那
人
を
し
て
、
書
入
の
下
露

を
疑
は
し
め
、
崇
顧
十
三
年
即
ち
一
六
四
〇
年
、
英
吉
利

明
時
代
に
於
け
る
マ
カ
オ
の
貿
易
ε
其
鼠
講
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
．
　
　
山
ハ
　
（
五
ご
嚇
六
）

人
に
報
う
る
所
以
を
以
て
、
葡
萄
牙
人
に
報
う
る
に
至
ら
．

し
め
花
様
で
あ
る
。
和
蘭
人
が
通
商
を
請
ひ
し
時
も
支
那

は
之
を
理
由
こ
し
て
矩
絶
し
π
こ
ご
ば
。
明
野
和
蘭
傳
に

見
ね
て
居
る
〇
一
六
三
七
年
（
崇
頽
十
年
）
マ
カ
オ
脂
汗
の

委
員
は
、
蓋
し
廣
東
に
於
て
英
吉
利
の
夢
心
を
包
藏
す
る

こ
ご
を
卸
量
し
、
葡
萄
牙
の
利
盆
を
圖
ら
ん
ビ
し
た
る
も

の
な
ら
ん
為
、
却
っ
て
支
那
人
を
し
て
葡
萄
牙
の
傷
心
を

も
、
合
せ
て
疑
は
し
む
る
に
至
り
、
一
六
四
〇
年
（
豪
頑

十
三
年
）
岩
盤
官
憲
の
上
奏
こ
な
り
、
術
萄
皆
人
廣
東
貿

易
禁
止
の
概
論
こ
な
つ
セ
も
の
、
…
糠
で
あ
る
Q

　
一
五
七
八
年
よ
り
エ
ハ
四
〇
年
ま
で
、
即
ち
葡
萄
牙
人

が
廣
東
の
通
商
を
許
さ
れ
し
時
代
は
、
マ
カ
オ
の
最
も
隆

盛
を
極
め
し
時
代
で
、
マ
カ
オ
の
葡
萄
牙
人
は
、
當
時
支

那
欝
欝
巴
閥
の
貿
易
を
特
幽
し
て
居
把
の
み
な
ら
す
、
叉

支
那
及
び
日
本
マ
ニ
ラ
間
の
貿
易
を
も
特
干
し
て
居
た
の

で
あ
る
○
即
も
マ
カ
オ
の
葡
萄
牙
は
、
樋
門
に
於
て
支
那

の
貿
易
月
詣
を
毒
毒
し
金
、
生
噛
、
絹
織
物
等
を
廉
買
↓



，
之
を
田
本
に
輸
塗
し
、
銀
、
小
舎
、
漆
器
、
船
材
等
ご
交
　
る
。
和
蘭
人
自
ら
支
那
の
海
岸
に
行
っ
て
、
之
を
得
る
ご

呈
し
羅
利
を
霧
の
で
あ
る
艶
ム
｛
転
卵
歪
云
ふ
ξ
は
・
塗
不
可
能
で
あ
っ
た
・
葡
萄
上
人
は
考
・

に
一
六
一
“
年
よ
り
一
山
ハ
四
一
年
頃
ま
で
は
、
葡
萄
牙
人
　
を
反
し
て
、
支
那
所
属
の
マ
カ
オ
島
に
殖
民
地
を
有
し
て

の
貿
易
が
隆
盛
を
極
め
し
時
で
・
生
縣
・
絹
織
物
は
二
時
。
居
π
の
で
、
此
の
貴
重
に
し
て
、
而
か
も
當
勤
気
も
有
利

に
於
て
も
、
ク
・
プ
・
薄
身
の
時
一
様
に
犬
口
多
き
の
貿
易
品
㌘
し
絹
を
手
に
し
得
る
機
會
は
、
最
も
多
か

呆
に
於
て
盛
ん
な
需
要
が
あ
り
・
さ
う
し
て
葡
萄
牙
人
つ
た
の
で
あ
る
ご
云
ふ
檬
な
．
、
ご
が
述
べ
て
あ
る
。
此
ケ

は
此
需
要
品
の
供
給
上
・
最
も
便
宜
な
地
位
を
占
め
て
居
　
ム
ブ
ェ
睡
の
記
事
ご
、
ケ
ム
ブ
ェ
ル
に
擦
ら
す
日
本
に
居
佳

つ
た
の
で
あ
る
・
此
黙
に
於
て
和
繭
入
は
到
底
薯
牙
人
せ
る
貧
鉱
の
蕃
に
擦
つ
π
ε
言
っ
て
居
る
ジ
ユ
ン
グ

』
に
及
ぶ
所
で
な
か
つ
淀
。
和
蘭
は
風
選
も
ク
ム
プ
エ
ル
の
　
ス
ラ
ッ
ト
の
記
事
ご
を
合
せ
考
へ
る
ご
、
當
時
支
那
の
絹
，

疇
の
聖
、
支
那
及
び
支
那
高
誉
精
良
な
・
講
論
は
妾
断
の
呆
貿
易
の
圭
要
・
阻
で
あ
っ
藻
に
陶
干
れ

ε
し
て
知
ら
れ
て
居
る
支
那
近
傍
の
諸
國
に
於
て
、
一
定
　
る
。
ジ
ユ
ソ
グ
ス
タ
ツ
ト
に
振
る
ご
、
マ
カ
オ
の
葡
萄
牙
・

の
居
留
地
を
有
せ
す
。
支
那
は
當
時
外
愛
人
こ
の
貿
易
を
　
人
は
毎
船
絹
織
物
の
外
、
千
五
六
百
罐
の
生
縣
を
欝
本
に

嚴
禁
せ
る
明
の
時
代
に
し
て
、
支
那
人
は
外
國
に
出
で
、
　
輸
出
し
π
ご
云
ふ
事
で
あ
る
。

支
那
固
有
の
物
産
を
鍮
出
営
頁
す
る
こ
ご
を
禁
巻
ら
れ
て
　
　
マ
カ
オ
は
山
本
の
貿
易
に
依
っ
て
、
非
常
の
利
盆
を
得
，

覧
の
で
、
鵡
人
の
支
那
人
よ
皐
に
す
・
こ
妥
得
し
・
・
叢
・
（
増
ム
プ
エ
沓
感
懐
人
の
呆
貿
易
は
日

る
絹
こ
て
は
、
實
に
弥
々
π
る
零
星
の
額
に
過
ぎ
な
い
。
　
本
の
金
ご
歓
羅
巴
及
び
印
度
の
珍
奇
品
、
馨
伽
樂
、
毛
織
物

を
れ
も
霧
貿
易
に
依
っ
て
、
綾
か
に
之
を
得
る
も
の
で
あ
其
の
他
の
物
品
を
交
換
す
る
に
み
り
。
彼
等
に
依
っ
て
毎
：

　
　
　
第
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
明
丁
張
に
於
け
ろ
マ
カ
オ
の
貿
易
ミ
共
繁
榮
に
著
て
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
七
　
（
五
三
七
）



　
　
　
第
三
巻
　
　
研
究
　
　
明
時
代
に
於
け
る
マ
カ
オ
の
貿
易
ピ
量
器
榮
に
就
て
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
r
八
　
（
五
三
八
）

年
B
本
よ
り
玉
串
せ
ら
れ
し
金
は
、
三
百
噸
即
ち
三
百
萬
三
十
割
の
利
盆
は
な
か
つ
沈
に
し
て
も
、
少
く
も
十
割
の
・

碑
に
超
ね
、
楡
入
貿
易
の
利
益
は
少
く
も
十
割
即
ち
一
倍
　
利
益
が
あ
っ
π
こ
ご
は
、
ケ
ム
ブ
エ
ル
の
記
事
で
も
知
ら
・

を
下
ら
す
、
輸
出
貿
易
の
利
盆
も
著
大
な
り
し
が
故
に
若
　
れ
る
。
日
本
よ
り
輸
出
せ
る
も
の
は
圭
こ
し
て
金
銀
銅
で

し
葡
萄
牙
人
を
し
て
、
此
の
日
本
貿
易
を
其
盛
ん
な
頃
の
　
あ
っ
π
が
、
ケ
ム
プ
エ
ル
の
臼
本
貿
易
衰
頽
時
期
、
一
六

…
標
な
状
態
に
去
て
、
猶
ほ
二
十
年
も
引
碧
き
行
ふ
ご
ビ
を
　
三
六
年
に
満
て
、
日
本
よ
り
輸
出
せ
る
銀
二
百
三
十
五
萬

得
し
め
柁
な
ち
ぱ
、
マ
カ
オ
は
ソ
η
モ
ン
時
代
の
ジ
ェ
ル
　
爾
は
、
貿
易
隆
盛
時
期
の
二
三
出
額
の
二
分
の
一
で
あ
る

サ
レ
ム
の
如
く
、
非
常
に
多
量
な
金
銀
を
注
入
す
る
を
得
　
ご
云
ふ
記
事
が
翼
な
ら
ば
、
一
時
H
本
よ
り
輸
出
す
る
金

非
常
の
富
を
蓄
積
す
お
に
至
つ
泥
で
あ
ら
う
。
臼
本
貿
易
銀
は
、
四
百
五
十
萬
雨
に
及
ん
だ
筈
で
あ
る
か
ら
、
此
利
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

の
衰
頽
時
期
、
，
一
六
三
六
年
（
寛
永
十
三
年
）
に
於
て
す
　
盆
も
亦
莫
大
で
あ
っ
髭
ご
云
ふ
記
事
で
あ
る
リ
セ
メ
ド
ー

ら
、
長
崎
か
ら
マ
カ
オ
に
向
ひ
し
四
艘
の
葡
萄
牙
船
は
、
　
に
も
、
マ
カ
オ
㊧
マ
ニ
ラ
間
の
貿
易
も
、
頗
る
重
要
で
あ

二
千
三
百
五
十
箱
即
ち
二
百
三
十
五
萬
両
の
銀
を
輸
出
し
　
つ
π
が
、
マ
カ
オ
日
本
間
の
貿
易
は
、
殊
に
重
要
で
之
に

元
ご
云
ふ
記
事
が
見
ね
て
漁
る
に
て
知
る
こ
ご
が
出
來
　
溢
す
る
一
翻
の
關
税
で
、
王
の
病
識
は
侮
年
数
千
ク
ラ
ウ

．
る
。
殆
ん
ど
同
様
の
記
事
が
伽
ジ
エ
ン
グ
ス
’
グ
ッ
ト
に
も
　
ソ
に
上
り
し
こ
ご
を
記
し
て
居
る
o
B
本
貿
易
の
外
マ
カ

見
ね
て
居
る
。
即
ち
葡
萄
牙
人
は
愚
論
巴
及
印
度
よ
り
各
　
オ
の
嗜
虐
富
盛
を
致
し
π
重
要
な
原
因
は
、
マ
カ
オ
の
葡

種
の
毛
織
物
綿
布
、
藥
捌
、
香
料
、
藥
味
、
洋
酒
類
井
に
．
萄
牙
人
が
、
支
那
マ
ニ
ラ
問
の
貿
易
を
特
聾
し
て
居
π
こ

世
界
の
珍
奇
品
を
瞭
入
し
．
嘗
て
づ
ア
ム
ボ
ー
ご
錠
老
。
　
ご
で
あ
る
。

．
（
寧
波
府
附
近
）
の
葡
萄
牙
人
が
得
把
ε
言
は
れ
て
居
る
二
　
　
一
五
八
O
年
（
萬
暦
八
年
）
西
班
牙
王
フ
ィ
リ
ッ
プ
第
二



　
が
、
葡
萄
牙
王
位
を
相
回
し
、
二
國
は
一
潜
位
の
下
に
合

　
慰
す
る
に
及
び
、
マ
ニ
ラ
総
督
は
、
直
接
に
支
那
ご
通
商

　
せ
ん
こ
し
、
ド
ミ
ニ
カ
ソ
會
敷
士
を
し
て
、
マ
カ
オ
及
び

肇
慶
府
に
あ
b
し
耶
蘇
心
宿
士
を
動
か
し
、
依
っ
て
慶
東

・
の
官
吏
に
説
き
、
北
京
に
使
節
を
派
遣
せ
ん
こ
せ
し
時
、

耶
蘇
會
激
士
は
、
マ
カ
オ
が
極
東
に
於
け
る
天
圭
敷
布
敷

　
の
根
櫨
地
こ
な
り
、
其
居
留
葡
萄
牙
人
が
、
天
主
敷
の
保

　
護
者
セ
る
葡
萄
「
牙
王
の
意
を
受
け
て
篭
執
…
心
に
其
布
敷
事

業
を
保
護
し
π
る
恩
を
忘
れ
す
、
西
班
牙
人
が
其
ペ
ル
に

・
育
ず
る
金
鑛
の
富
を
以
て
、
支
那
貿
易
の
競
雫
に
加
ら
ん

　
が
、
忽
に
し
て
支
那
商
品
の
債
格
を
暴
騰
せ
し
め
、
葡
萄

　
牙
貿
易
破
滅
の
結
果
を
狂
す
べ
し
ε
の
、
マ
カ
オ
葡
萄
牙

　
官
憲
の
懇
望
に
耳
を
傾
け
、
葡
萄
牙
の
利
盆
の
爲
め
に
、

　
身
軽
の
支
那
官
憲
に
説
き
、
其
霊
力
に
依
っ
て
、
逮
に
西

　
班
牙
朝
の
貢
及
び
入
國
を
禁
ず
る
の
土
、
諭
を
見
る
に
至
つ

　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
た
こ
ご
は
、
ト
リ
ゴ
ウ
ル
ト
等
に
見
ね
て
居
る
。

　
　
（
1
9
）

　
　
ジ
ユ
ン
グ
ス
ク
ッ
ト
は
一
五
八
三
年
（
萬
暦
十
一
年
）
西

．
　
第
三
管
礁
究
明
時
代
に
於
け
る
マ
カ
オ
の
貿
易
ミ
其
繁
榮
に
就
て

玉
器
の
李
和
絃
約
に
言
う
、
西
班
牙
王
は
印
度
及
び
從
前

葡
萄
牙
領
に
し
て
、
新
に
西
班
牙
の
下
に
立
つ
に
至
り
し
、

各
地
方
に
樹
す
る
貿
易
を
、
濁
り
葡
萄
牙
人
に
限
っ
て
、

之
を
許
す
こ
ご
、
し
、
且
つ
其
西
班
牙
、
ペ
ル
及
び
マ
鼻

う
ご
自
由
に
通
商
す
る
を
許
し
セ
こ
ご
、
マ
カ
オ
の
商
人

は
、
其
廣
東
貿
易
の
特
占
灌
を
維
持
す
る
が
澱
め
、
慮
東

に
來
航
せ
ん
ご
す
る
西
班
牙
船
あ
れ
ば
．
百
方
之
を
妨
害

し
、
之
に
暴
力
を
論
う
る
こ
ε
を
澤
ら
す
。
能
く
懸
る
時

期
の
間
、
糧
∵
9
印
度
及
び
支
那
の
商
品
を
以
て
、
マ
ニ
ラ

に
籍
銭
地
位
を
擁
護
著
を
還
る
．
、
妥
述
べ
て

居
る
。
ジ
妥
ス
ス
も
葡
萄
牙
の
記
録
に
慷
り
、
西
班
牙
王

フ
イ
ジ
ッ
プ
第
二
は
、
マ
カ
オ
が
西
班
牙
の
行
政
の
下
に

立
つ
こ
ご
を
避
く
る
爲
め
に
夏
曝
し
煮
る
自
治
制
を
承
認

し
、
マ
ニ
ラ
に
支
那
の
生
産
品
を
輸
入
す
る
に
は
、
必
ず

マ
カ
オ
を
脛
由
し
、
葡
萄
牙
人
の
船
舶
に
依
ら
ざ
る
べ
か

ら
ざ
る
こ
ご
》
し
、
鋳
て
マ
カ
オ
の
葡
萄
牙
人
の
耳
利
、

三
盆
を
保
護
し
、
其
極
東
貿
易
の
専
断
擢
を
擁
護
し
、
西

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
九
　
（
五
三
九
）



　
　
　
第
三
巻
　
　
研
究

．
班
牙
人
の
支
那
貿
易
ビ
與
る
こ
ε
を
禁
じ
沈
こ
ご
、
一
面

九
五
年
（
萬
暦
二
十
三
年
）
首
班
牙
王
は
印
度
総
督
宛
の
書

に
於
て
、
前
年
に
於
て
フ
イ
リ
ツ
ピ
ソ
及
び
墨
西
寄
の
樹

支
那
貿
易
は
、
総
督
の
指
摘
せ
し
如
く
大
に
葡
萄
牙
の
利

盆
を
阻
害
す
る
も
の
ご
し
て
、
禁
止
せ
ら
れ
し
こ
ε
に
言

及
七
西
班
牙
の
一
船
舶
が
亘
額
の
銀
貨
を
載
せ
て
、
西
班

牙
商
人
の
爲
め
に
、
支
那
の
商
品
を
購
入
す
る
目
的
を
以
■

．
て
、
マ
カ
オ
に
航
渡
せ
し
こ
ご
に
就
て
、
不
快
の
情
を
言

明
し
マ
カ
オ
の
葡
萄
牙
人
の
膨
め
に
、
此
貿
易
を
留
保
す

る
留
め
、
動
何
な
る
手
段
を
用
み
て
も
、
西
班
牙
人
を
し

て
此
貿
易
に
淘
る
を
得
ざ
ら
し
む
べ
き
こ
ご
を
命
じ
π
こ

ご
を
記
し
て
居
る
O

　
　
一
五
九
八
年
（
回
暦
二
十
六
年
）
マ
ニ
ラ
総
督
の
使
節
ザ

　
ム
デ
イ
オ
が
、
7
9
嵩
傷
o
N
騨
鑓
‘
島
。
（
U
忽
甘
巴
ρ
儀
①
N
9
臣
－

銭
び
）
西
班
牙
入
の
占
め
に
直
接
に
支
那
通
商
の
溢
を
開

か
ん
こ
し
、
雛
束
に
於
て
支
那
の
総
督
ご
商
議
し
、
廣
東

よ
り
十
ニ
リ
ー
グ
の
距
離
に
あ
る
地
に
於
て
、
西
班
牙
人

闘
時
代
に
於
け
る
マ
カ
オ
の
貿
易
ミ
其
繁
榮
に
就
て

第
四
號

一
〇
　
（
五
四
〇
）

の
ビ
ナ
川
国
遠
一
（
勺
ぎ
ゴ
9
⊃
一
）
ご
羅
す
る
一
互
市
窮
を
得
π

る
時
、
マ
カ
オ
の
葡
萄
牙
人
は
大
に
憤
激
し
、
當
時
ゴ
ア

よ
リ
マ
カ
オ
に
來
航
し
π
る
萄
葡
牙
提
督
ド
ム
。
パ
ウ
ロ

U
◎
巳
守
○
ご
は
ザ
ム
デ
イ
オ
に
西
班
牙
人
の
ビ
ナ
ル
に
廼

商
す
る
こ
ε
の
非
理
を
抗
議
し
、
叉
支
那
官
憲
に
ピ
ナ
ル

よ
り
西
班
牙
人
を
騙
遽
し
、
若
し
く
は
葡
萄
牙
人
の
写
れ

を
駆
逐
す
る
こ
ご
を
許
さ
ん
こ
ご
を
求
め
て
、
皆
拒
絶
さ

　
　
　
　
　
　
（
ウ
】
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

れ
覚
こ
ご
は
、
ジ
ユ
ソ
グ
ス
プ
ツ
ト
及
び
ジ
エ
ス
ス
に
見
“

ね
て
居
る
。
支
那
官
憲
の
ビ
ナ
〃
を
西
班
牙
人
の
貿
易
に

開
き
、
葡
萄
牙
提
督
の
聖
書
の
要
請
を
拒
絶
し
た
る
は
之
・

れ
を
以
て
西
班
牙
貿
易
の
根
擦
地
セ
ら
し
め
ん
こ
の
趣
意

に
非
す
。
却
っ
て
葡
萄
牙
以
外
西
洋
諸
國
の
貿
易
を
認
め

す
、
西
班
牙
人
を
葡
萄
牙
人
ご
混
翻
し
、
フ
イ
リ
ツ
ビ
ン

の
西
班
牙
人
ご
、
マ
カ
オ
の
葡
萄
牙
人
の
抗
票
を
以
て
、

粟
内
璽
ζ
思
惟
し
、
之
を
利
用
し
で
之
を
制
写
せ
ん
こ
し

π
も
の
、
標
で
あ
る
。
明
史
呂
宋
、
佛
郎
機
、
和
蘭
各
傳
，

皆
香
山
湊
に
捌
し
、
呂
朱
に
占
慷
し
だ
る
も
の
を
以
て
、



タ

同
岬
の
佛
郎
機
こ
な
し
て
居
る
、
西
班
牙
人
が
ゼ
ナ
ル
を

得
る
に
當
っ
て
も
、
之
を
籍
て
辞
こ
し
π
る
様
で
あ
る
。

夏
愛
の
申
醤
紀
事
に
も
、
倉
皇
之
走
者
以
二
漢
夷
一
落
二
東

道
主
↓
叉
假
二
贈
名
號
一
語
入
市
．
ご
言
っ
て
あ
る
。
ピ
ナ
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

は
ジ
ユ
ン
グ
ス
テ
ッ
ト
に
、
モ
ル
ソ
ソ
ン
の
説
ご
し
て
支

那
の
南
海
岸
廣
東
の
東
、
程
遠
か
ら
澱
支
那
名
ビ
ン
ハ
イ

蜀
貯
σ
q
冨
。
　
ε
接
す
る
地
で
、
鰍
羅
巴
人
の
現
に
ハ
ー
ン

ム
澱
属
9
希
ヨ
σ
喫
ゼ
駕
す
る
一
嘗
江
の
外
蓋
音
な
り
ご

書
っ
て
居
る
。
兎
に
角
支
那
の
史
籍
に
於
て
、
之
に
相
話

す
べ
き
地
名
を
登
見
す
る
こ
ご
が
出
凍
な
い
こ
ご
を
考
へ

る
ご
、
其
蓬
に
見
る
べ
き
登
達
を
な
さ
す
し
て
絡
り
、
マ

カ
オ
の
マ
ニ
ラ
支
那
間
の
貿
易
を
特
占
せ
る
地
位
に
響
動

を
家
さ
な
か
っ
た
こ
ご
は
想
像
さ
れ
る
。

　
（
2
6
）

　
判
型
ド
ー
に
、
十
七
世
紀
の
初
め
彼
の
支
那
に
あ
り
し

當
時
、
マ
カ
オ
の
繁
榮
は
驚
く
ば
か
り
に
て
、
其
の
朋
帝

よ
b
海
賊
討
伐
の
報
賞
ε
し
て
、
葡
萄
牙
入
に
與
へ
ら
れ

し
當
初
に
於
て
は
、
殆
ん
ど
．
其
時
値
な
く
う
何
人
も
自
由

に
共
欲
す
る
所
に
随
っ
て
、
占
有
す
る
こ
ご
を
得
だ
る
士

地
も
、
驚
く
べ
薯
騰
貴
を
見
、
殆
ん
ご
信
ず
べ
か
ら
ざ
る

程
の
高
野
を
以
て
す
る
に
非
れ
ば
、
マ
カ
オ
の
市
街
に
於

て
、
宅
地
を
得
る
こ
ご
殆
ん
ご
不
可
能
こ
な
つ
π
こ
ご
・

六
時
印
度
に
於
て
到
る
庭
備
萄
牙
の
貿
易
が
衷
頽
せ
る
に

拘
ら
す
、
マ
カ
オ
の
貿
易
は
其
反
比
例
に
、
日
一
瓢
隆
盛

ε
な
う
、
人
民
の
富
は
謎
々
塘
加
し
元
の
で
、
和
蘭
入
は

之
を
嫉
み
、
葡
萄
牙
入
に
取
っ
て
代
ら
ん
こ
し
、
一
六
二

二
年
マ
カ
オ
を
襲
撃
す
る
に
至
り
し
こ
ご
が
見
ね
て
居

る
。
　
か
く
隆
盛
を
極
め
陀
マ
カ
オ
の
貿
易
も
エ
ハ
四
〇
年
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
衰
頽
し
始
め
だ
。
2
6
マ
ぞ
プ
イ
ン
の
【
，
支
那
し
に
束
印

度
曾
祇
船
ヒ
ン
ド
国
愚
智
號
船
荷
上
乗
人
等
（
O
Q
二
℃
魯
◎
p

α
q
o
8
）
の
書
簡
に
、
こ
の
頃
マ
カ
オ
の
葡
萄
牙
入
は
嘗
て

日
本
、
．
マ
ニ
ラ
等
の
貿
易
に
依
っ
て
得
た
利
盆
を
失
っ
て

鱗
毒
め
て
居
、
．
．
墓
述
べ
て
あ
る
ξ
が
暑
、

グ
ン
ヴ
ァ
」
ス
に
、
一
六
四
八
年
頃
や
裁
判
の
貿
易
が
非

第
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
明
瞭
代
に
於
け
る
マ
カ
オ
の
貿
易
ε
其
繁
榮
に
就
て

第
四
號

一
一
　
（
五
四
一
）



第
三
巻
　
　
研
究
　
　
明
時
代
に
於
け
る
マ
カ
オ
の
貿
易
ぜ
愚
書
榮
に
就
て

常
に
衰
へ
、
此
の
年
ド
ム
。
ブ
ラ
ズ
。
カ
ス
ト
質
が
U
。
ヨ

二
士
N
計
9
0
窪
O
マ
カ
オ
殖
民
地
指
命
官
に
任
命
さ
れ
し

時
、
マ
カ
オ
の
窮
乏
甚
し
く
、
且
つ
其
人
民
の
簿
を
好
む

を
僻
こ
し
て
拒
絶
し
π
ご
云
ふ
記
事
が
見
ぬ
て
居
る
。
助

ジ
ユ
ン
グ
ス
プ
ッ
ト
に
、
　
酬
山
ハ
八
五
な
†
（
出
佃
康
煕
二
十
四

年
）
マ
カ
オ
に
重
て
」
資
本
薄
く
信
用
少
き
商
人
等
は
、

僅
二
十
艘
の
船
を
所
有
す
る
に
過
ぎ
ざ
り
し
こ
ご
を
記
し

て
居
る
。
，

　
マ
カ
オ
嚢
頽
の
圭
要
な
乃
原
因
は
何
で
あ
ら
う
か
。
上

に
蓮
べ
π
如
く
、
エ
ハ
三
一
年
以
來
葡
萄
牙
人
の
廣
東
貿

易
は
閉
鎖
さ
れ
陀
け
れ
ざ
も
、
葡
萄
牙
人
は
賄
賂
に
依
っ

て
、
事
賓
上
廣
東
貿
易
を
纈
了
す
る
こ
ε
が
出
塁
セ
様
で

あ
る
。
葡
萄
牙
人
の
廣
東
貿
易
は
規
則
の
上
で
の
み
禁
止

さ
れ
π
も
の
で
、
心
際
に
接
て
葡
萄
牙
人
は
所
謂
内
河
航

路
に
よ
り
、
マ
カ
オ
廣
東
野
を
急
騰
し
て
、
自
由
に
廣
東

に
出
入
し
て
貿
易
を
螢
み
し
こ
ご
は
、
ジ
ユ
ソ
グ
ろ
7
ツ

ト
の
記
事
に
依
っ
て
知
る
こ
ご
が
出
來
る
◎
寡
暮
三
七
年

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
一
二
　
（
五
四
二
）

頃
葡
萄
牙
人
は
其
マ
オ
カ
へ
鍮
課
す
る
支
那
商
品
に
樹
し

て
、
毎
年
二
萬
二
千
爾
の
税
額
を
納
め
沈
ご
云
ふ
ご
ご
で

あ
乃
。
葡
萄
牙
入
は
廣
東
貿
易
を
特
溢
せ
る
が
爲
に
、
非
．

常
の
利
盆
を
得
て
居
る
課
で
あ
る
か
ら
、
学
寮
貿
易
の
禁

止
は
葡
萄
牙
人
に
取
っ
て
非
常
な
る
大
事
で
あ
る
が
、
葡
、

萄
牙
人
は
賄
賂
請
託
等
の
方
法
に
よ
っ
て
實
際
の
利
盆
を

得
さ
へ
す
れ
ば
、
形
式
上
の
灌
利
は
強
ひ
て
孚
ふ
に
足
ら

す
ご
考
へ
て
居
つ
π
も
の
、
様
で
あ
る
Q
明
言
支
那
政
府

の
マ
カ
オ
に
汗
す
る
猜
疑
ご
掬
簾
こ
の
甚
し
か
り
し
に
拘

ら
す
、
マ
カ
オ
の
繁
榮
は
之
が
爲
に
非
常
な
影
響
を
受
け

セ
様
に
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

　
そ
れ
よ
り
も
マ
カ
オ
衰
頽
の
主
要
な
る
原
因
は
、
々
カ

野
鼠
榮
の
主
要
の
原
因
を
な
し
て
居
る
日
本
及
び
マ
ニ
ラ

の
貿
易
が
出
難
な
く
な
つ
花
ご
云
ふ
事
で
あ
ら
う
。
廣
東

貿
易
の
圭
要
な
意
味
も
、
日
本
及
び
マ
ニ
ラ
の
貿
易
が
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

急
な
く
な
つ
沈
後
其
大
八
を
減
じ
陀
の
で
あ
る
0
2
9
ナ
ヴ

ァ
ー
γ
ッ
ト
に
マ
カ
オ
が
日
本
及
び
マ
ニ
ラ
ざ
の
貿
易
に



依
り
、
非
常
に
繁
榮
し
、
非
常
に
冨
裕
こ
な
り
、
日
本
こ

の
貿
易
が
直
し
て
衰
頽
が
始
ま
り
、
マ
一
＝
フ
こ
の
貿
易
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

止
み
て
衰
頽
の
極
に
達
し
π
ご
述
べ
て
あ
る
。
ψ
り
ー
ス
、

先
生
の
葡
萄
牙
人
日
本
放
趣
の
原
因
に
も
、
マ
カ
オ
が
日

本
貿
易
の
二
死
以
來
、
衰
頽
し
て
今
良
見
る
が
如
き
妖
態

に
陥
っ
た
こ
ご
を
述
凝
て
あ
る
・
　
。

　
葡
萄
牙
人
が
日
本
の
貿
易
を
禁
止
さ
る
、
こ
ご
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

た
の
は
、
一
六
三
九
年
（
崇
顧
十
二
年
日
本
寛
永
十
六
年
）

で
尋
で
一
六
四
〇
年
に
至
り
、
曾
比
牙
ご
西
班
牙
こ
の
君

位
合
同
は
破
れ
、
葡
萄
牙
は
再
び
ブ
ラ
ガ
ン
ザ
家
の
王
位

の
下
に
風
立
し
、
從
っ
て
マ
ニ
ラ
も
葡
萄
牙
入
の
貿
易
に

閉
鎖
さ
る
、
こ
ご
に
な
つ
π
。
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